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地域の皆さんとともに!

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
で
は
、
地
域
住
民
と
一
体
と

な
っ
た
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定

期
的
に
ご
み
搬
入
路
の
ご
み
拾
い

や
掃
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
常
総
地
方
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
白
寿
荘
」
周
辺
に
お
い

て
も
地
元
老
人
会
の
協
力
の
も
と

清
掃
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。さ

ら
に
、
公
害
対
策
の
た
め
、

環
境
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
土
壌
と
大

気
、
排
ガ
ス
類
の
環
境
調
査
も
行

っ
て
お
り
、
周
辺
住
民
の
環
境
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い

デ
ー
に
お
い
て
は
、
住
民
と
一
体

と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

お
り
、
構
成
市
の
住
民
を
中
心
と

し
た
実
行
委
員
会
に
よ
り
、
地
域

と
密
着
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

環
境
対
策
等
の
必
要
性
を
Ｐ
Ｒ
し

て
お
り
ま
す
。

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
周
辺
住
民

の
皆
さ
ん
も
積
極
的
に
地
域
環
境

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
、「
大
野
地
区
田
園
環
境
保

全
活
動
組
織
」
で
は
、
大
野
川
の

機
能
回
復
の
た
め
の
清
掃
や
遊
休

農
地
の
保
全
を
図
る
た
め
の
ポ
ピ

ー
の
植
栽
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ピ
ー
は
５
月
上
旬
か
ら
開
花

し
、
こ
れ
か
ら
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
常
総
地
方
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
は
、
地
元
住
民

や
周
辺
地
域
の
方
々
と
協
力
し
て

環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

環境センター周辺のポピー畑
（写真提供：大野地区
田園環境保全活動組織）

大野川周辺の柳の木の伐採
（写真提供：大野地区田園環境保全活動組織） 白寿園内のごみ拾い

搬入路の清掃



ご
み
減
量
化
の
推
進

　

新
し
く
建
設
す
る
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
は
、
国
の
交
付
金
制
度
を
活
用
し
て
施
設
を
更
新
い
た
し

ま
す
。

　

交
付
金
制
度
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
み
の
排
出
を
抑
制
し
、
減
量
化
、
資
源
化
、
再
利
用
等

に
積
極
的
に
取
り
組
む
「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計
画
」
に
よ
り
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
の
施
設
規
模
は
、
ご
み
の
減
量
化
等
を
推
進
す
る
地
域
計
画
に
よ
り
、
人

口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
焼
却
施
設（
熱
回

収
施
設
）の
規
模
は
2
5
8
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
規
模
は
、
当
初
計
画
値
よ
り
約
1
5
0
ト
ン
、

現
在
の
施
設
よ
り
約
1
0
0
ト
ン
縮
小
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
新
施
設
が
大
幅
に
規
模
縮
小
し
た
施
設
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
の
減
量
化
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
ご
み
を
減
ら
す
3
R
運
動
」 

リ
デ
ュ
ー
ス（
ご
み
の
発
生
抑
制
）、
リ
ユ
ー
ス（
再
使

用
）、
リ
サ
イ
ク
ル（
ご
み
の
再
生
利
用
）の
考
え
方
か
ら
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
と
構
成
市
に
お
い
て
、

循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計
画
に
基
づ
く
具
体
的
な
ご
み
の
減
量
化
の
施
策
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

○
生
ご
み
堆
肥
化
事
業
の
推
進

　

平
成
20
年
に
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
方
針
の
一
環
と
し
て
、
生

ご
み
堆
肥
化
事
業
を
推
進
す
る
た

め
、
処
理
能
力
3.8
ト
ン
／
日
の
小

規
模
施
設
を
実
証
施
設
と
し
て
稼

働
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
協
力
モ
デ
ル
世
帯
数
は
、

常
総
市
・
守
谷
市
・
つ
く
ば
み
ら

い
市
の
3
市
で
合
わ
せ
て
1
，

5
3
0
世
帯
、
平
成
20
年
度
は
、

2
4
3
ト
ン
の
生
ご
み
を
回
収
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
取
手
市
が
単
独
で
実
施

し
て
い
た
生
ご
み
堆
肥
化
モ
デ
ル

事
業（
協
力
世
帯
数
1
，3
0
6
世

帯
）を
今
年
度
か
ら
組
合
事
業
に

組
み
入
れ
、よ
り
一
層
の
減
量
化
・

資
源
化
を
図
り
ま
す
。

　

今
後
、
更
な
る
協
力
世
帯
の
拡

大
を
行
う
と
と
も
に
、
減
量
化
・

資
源
化
の
た
め
生
ご
み
堆
肥
化
事

業
計
画
の
今
後
の
取
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

○
新
分
別
区
分
へ
の
移
行

　

新
施
設
の
稼
動
に
合
わ
せ
、
ご

み
の
分
別
区
分
を
こ
れ
ま
で
の
5

種
13
分
別
か
ら
5
種
16
分
別
に
見

直
し
ま
す
。新
た
に
資
源
物
に「
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
」、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
」、有
害
ご
み
に
「
蛍

光
管
」
が
加
わ
り
ま
す
。

　

ご
み
を
分
別
す
る
こ
と
は
、
減

量
化
、
資
源
化
の
第
一
歩
に
つ
な

が
り
ま
す
。

○
環
境
学
習
の
推
進

　

環
境
学
習
へ
の
講
師
派
遣

　

 

小
学
生
対
象
の
ご
み
処
理
施
設

見
学

○
審
議
会
等
の
開
催

　

 

構
成
市
の
住
民
代
表
及
び
行
政

が
参
加
す
る
検
討
委
員
会
を
開

催
し
意
見
聴
取
す
る
。

○
排
出
マ
ナ
ー
の
徹
底

　

 

ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
農
薬
等
処
理
で

き
な
い
廃
棄
物
の
持
ち
帰
り
及

び
処
理
方
法
を
指
導

　

 

分
別
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
持

ち
帰
り
及
び
分
別
を
指
導

○
施
設
の
有
効
利
用

　

 

積
極
的
に
見
学
の
受
入
を
し
、

ご
み
処
理
の
現
況
、
排
出
時
の

注
意
点
等
の
指
導

 

○
排
出
マ
ナ
ー
の
徹
底

　

 

分
別
カ
レ
ン
ダ
ー
等
の
配
布
に

よ
り
、
地
域
の
分
別
区
分
の
周

知
徹
底

○
環
境
学
習
の
推
進

　
 

ご
み
減
量
等
に
関
す
る
学
習

会
、
ご
み
処
理
施
設
の
見
学
会

等
の
開
催
、
広
報
等
に
よ
る
情

報
提
供

○ 

事
業
系
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化

　

 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店
登
録
制
度

を
設
け
、
減
量
化
、
資
源
化
に

積
極
的
な
事
業
所
を
登
録

○
不
用
品
の
再
利
用

　

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
バ
ザ
ー

等
の
開
催

○
補
助
制
度
の
強
化
・
拡
大

　

 

資
源
集
団
回
収
及
び
生
ご
み
処

理
容
器
購
入
の
補
助

　

こ
の
よ
う
に
、
組
合
と
構
成
市

に
お
い
て
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

ご
み
減
量
化
の
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
ご
み
減
量
化
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、
皆
様
一
人
ひ

と
り
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

今
後
も
ご
み
を
減
ら
し
、
再
使

用
、
再
資
源
化
を
心
が
け
、
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

広
域
組
合
の
取
組
み

構
成
市
の
取
組
み

じ ょ う そ う 第43号（２)平成21年４月16日発行

直接搬入ごみの表示単位変更のお知らせ直接搬入ごみの表示単位変更のお知らせ 家電リサイクル対象機器に、液晶テレビ・
プラズマテレビ、衣類乾燥機が加わりました

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

　
　
　

改
正
の
お
知
ら
せ

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

　
　
　

改
正
の
お
知
ら
せ

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　《処分する場合は？》
•買い替えの場合は、製品を購入する小売店に回収を依頼する。
•買い替えの場合以外は、対象品を購入した小売店に回収を依頼する。
• その他の場合（購入した小売店がわからないなど）は、各市衛生担当課にお
問い合わせ下さい。

＊ 上記の対象機器を処分する際はリサイクル料金等を、排出者が負担することとなっています。
また、メーカーにより料金が異なる場合があります。

　平成21年4月1日から、常総環境センターにごみを直接
搬入する際に支払う手数料表示を1kg（家庭系6.3円、事
業系21円）から10kg（家庭系63円、事業系210円）に変
更しました。
　10kg以上のごみの搬入については改正前と変更ありま
せんが、10kg未満のごみの搬入については、改正後は、
10kgの料金をお支払いただきます。
　環境センターの計量機は、ごみ収集車などの重量物を量
ることで、10kg単位の表示となっているため、表示を変
更するものです。

区　　分 処 理 手 数 料

家 庭 系
一般廃棄物

10㎏につき63円（消費税を含む）
＊ ただし、10㎏未満の搬入は、
1回につき63円とします。

事 業 系
一般廃棄物

10㎏につき210円（消費税を含む）
＊ ただし、10㎏未満の搬入は、
1回につき210円とします。

＊ 環境センターへごみを直接搬入するためには、各市衛生担当課が発
行する「搬入許可証」が必要です。

従来の家電
リサイクル対象機器

ブラウン管
テレビ

エアコン

冷蔵庫・
冷凍庫

洗濯機

新たに加わる家電
リサイクル対象機器

液晶テレビ・
プラズマテレビ

衣類乾燥機
＋

　

大
切
な
家
族
や
家
財
を
守
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
置
は
お
済
で
す
か
！

　

消
防
法
及
び
市
町
村
条
例
に
よ
り
、
す
べ
て
の
住
宅
に
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

・
新
築
住
宅　

平
成
18
年
６
月
１
日

・
既
設
住
宅　

 

常
総
市
・
守
谷
市
・
つ
く
ば
み
ら
い
市
は
平
成
21

年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置

取
手
市　

平
成
21
年
６
月
１
日
ま
で
に
設
置

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
、
煙
を
感
知
す
る
【
煙
式
】
と
、
熱

を
感
知
す
る
【
熱
式
】
が
あ
り
、
天
井
や
壁
に
取
り
付
け
、
警

報
音
や
音
声
で
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。
火
災
予

防
条
例
で
は
、【
煙
式
】
の
設
置
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

◎
設
置
場
所
は
、
寝
室
で
使
用
す
る
部
屋
、
寝
室
に
使
用
す
る
部

屋
が
あ
る
階
の
階
段
の
踊
り
場
、
設
置
す
る
必
要
の
無
か
っ
た

階
で
７
㎡
以
上（
４
畳
半
）の
部
屋
が
５
以
上
あ
る
廊
下
に
設
置

し
ま
す
。

◎
購
入
は
、
消
防
設
備
取
扱
店
、
ま
た
は
電
気
店
や
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

☆
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
！

　
訪
問
販
売
な
ど
不
正
販
売
の
増
加
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　
　

○
不
当
に
高
い
価
格
で
販
売
す
る

　
　

○
消
防
職
員
を
装
っ
て
販
売
す
る

　
　

○
火
災
予
防
条
例
の
内
容
を
偽
っ
て
販
売
す
る

設
置
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

常
総
広
域
消
防
本
部
予
防
課　

℡
０
２
９
７
‐
２
３
‐
０
９
０
４

取
手
市
消
防
本
部
予
防
課　
　

℡
０
２
９
７
‐
７
４
‐
１
４
２
９

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

家のどこに取り付ければいいの？
火災警報機の基本的な取り付け場所は、寝室と、寝室が2階など
の場合は階段にも設置が必要とされています。
※ 台所その他の火災発生のおそれが大きいと認め
られる部分については、設置義務化されていま
せんが、できるだけ設置してください。



機
種
選
定
・
入
札
手
続
き

　

平
成
13
年
に
ガ
ス
化
溶
融
方
式

で
の
更
新
を
位
置
づ
け
、
技
術
的

信
頼
性
、
焼
却
残
渣
の
減
量
化
、

地
球
温
暖
化
対
策
や
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
削
減
な
ど
の
環
境
対
策
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
な
ど
総
合
的

に
検
討
し
て
主
な
処
理
方
式
で
あ

る
5
方
式
か
ら
3
方
式
、
2
方

式
、
キ
ル
ン
式
へ
と
機
種
選
定
作

業
を
進
め
て
絞
り
込
み
、
入
札
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
当
組
合
の
機
種
選

定
や
入
札
執
行
に
関
し
て
は
、
各

種
法
令
・
組
合
財
務
規
則
等
に
照

ら
し
、
各
種
調
査
手
法
を
適
用

し
、
競
争
性
の
確
保
に
も
配
慮

し
、
適
正
な
一
連
の
取
組
み
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
更
新
の
方
針
と
な
っ
た
理
由

①
最
終
処
分
削
減
対
策

　

 

圏
域
内
に
最
終
処
分
場
が
な
く

委
託
処
分
し
て
お
り
、
最
終
処

分
量
の
削
減
が
必
要
で
し
た
。

②
環
境
対
策

　

 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
削
減
に
有
利
な

灰
溶
融
設
備
を
つ
け
る
こ
と
が

国
庫
補
助
採
択
基
準
の
中
で
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

③
既
存
施
設
の
老
朽
化

　

 

施
設
の
老
朽
化
が
進
行
す
る
と

と
も
に
、
使
わ
れ
て
い
る
電
子

部
品
等
の
製
造
中
止
が
多
く
な

り
、
能
力
、
機
能
の
維
持
が
困

難
な
状
況
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
し
た
。

④
周
辺
住
民
同
意
条
件

　

 

現
在
地
で
の
再
更
新
に
つ
い
て

地
元
住
民
か
ら
、
減
量
化
、
資

源
化
を
図
り
、
脱
焼
却
を
図
る

こ
と
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
の
環

境
負
荷
の
小
さ
い
施
設
が
要
望

さ
れ
ま
し
た
。

⑤
粗
大
ご
み
処
理
施
設
能
力
の
限
界

　

 

粗
大
施
設
は
、
不
燃
ご
み
の
中

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
増
加
に

よ
り
、
能
力
の
限
界
状
態
で
運

転
し
て
お
り
、
能
力
的
に
困
難

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

⑥
資
源
化
の
推
進

　

 

新
分
別
区
分
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

の
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め

に
、
更
新
が
必
要
で
す
。

基
幹
設
備（
施
設
の
主
機
能
に
係

る
設
備
）改
修
が
で
き
な
い
理
由

①
構
成
市
負
担
金
の
増

　
 

基
幹
設
備
を
改
修
の
場
合
、
現

状
で
は
、
国
庫
補
助
や
起
債
が

見
込
め
ま
せ
ん
。

　

 

ま
た
、
建
替
え
同
様
に
20
年
以

上
稼
動
で
き
る
改
修
を
行
う
に

は
、
市
民
の
大
き
な
負
担
と
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
特

に
単
年
度
で
の
負
担
が
建
替
え

の
場
合
よ
り
大
き
い
も
の
と
な

り
ま
す
。

②
既
存
施
設
の
停
止

　

 

改
修
工
事
で
は
、
施
設
を
通
常

約
1
ヶ
月
停
止
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
間
焼
却
処
理
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

③
停
止
期
間
中
の
処
理
問
題

　

 

停
止
期
間
中
の
ご
み
処
理
は
、

近
隣
自
治
体
の
施
設
に
依
頼
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
搬
入

制
限
や
収
集
運
搬
費
の
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

④
余
熱
利
用
の
停
止

　

 

施
設
の
停
止
に
伴
い
、白
寿
荘
・

運
動
公
園
へ
の
余
熱
供
給
が
停

止
と
な
り
、
施
設
の
利
用
者
に

支
障
が
で
ま
す
。

⑤
調
査
の
長
期
化

　

 

基
幹
設
備
の
改
修
の
場
合
、
精

密
機
能
検
査
、
耐
震
診
断
、
技

術
的
検
討
、
設
計
、
積
算
と
長

期
間
を
要
し
ま
す
。

　

処
理
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
に
つ

い
て
は
、
国
内
同
方
式
施
設
の
稼

働
状
況
調
査
を
実
施
し
、
施
設
・

設
備
の
安
全
性
、
運
転
の
安
定

性
、
環
境
負
荷
、
作
業
環
境
が
安

全
で
円
滑
に
運
転
で
き
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
、
事
例
の
故
障
の
原
因

と
そ
の
対
策
、
対
応
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
更
な
る
安
全
対
策
を

検
討
、
採
用
す
る
と
と
も
に
、
第

三
者
機
関
に
お
け
る
施
設
管
理
運

営
の
監
視
機
能
に
よ
る
安
全
確
保

を
図
り
、
積
極
的
な
情
報
開
示
を

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
キ
ル
ン
式

ガ
ス
化
溶
融
炉
の
安
全
性
は
、
過

去
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

① 

ご
み
の
入
口
及
び
残
渣
の
出
口

の
密
閉
化

②
残
渣
の
流
れ
の
管
理

③ 

金
属
製
の
堅
牢
な
回
転
部
の
密

閉
化

④
炉
内
の
負
圧
管
理

⑤ 

換
気
ラ
イ
ン
の
一
酸
化
炭
素
濃

度
監
視

⑥
フ
ァ
ン
類
の
停
電
対
策

　

建
設
費
に
つ
い
て
は
、
施
設
規

模
、
設
備
機
器
の
種
類
・
数
、
発

注
方
式
、
資
源
価
格
、
労
務
単
価

の
傾
向
等
、
変
動
要
因
と
さ
れ
る

い
く
つ
か
の
要
素
を
適
切
に
評

価
、
検
討
し
た
結
果
、
組
合
の
施

設
更
新
事
業
費
の
妥
当
性
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

他
施
設
と
の
比
較

　

同
時
期
に
建
設
さ
れ
た
他
の
施

設
を
組
合
の
施
設
規
模
、
設
備
構

成
、
発
注
方
式
等
の
変
動
要
因
を

加
味
し
建
設
し
た
場
合
に
要
す
る

建
設
費
を
算
定
す
る
と
、
同
程
度

と
算
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
第
三
者
機
関
に
よ
る

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
業
務
に
よ
り
、

更
な
る
安
全
対
策
と
と
も
に
建
設

費
及
び
管
理
運
営
経
費
削
減
を
図

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ご
み
処
理
施
設
更
新
事
業
の
検
証

　

第
三
次
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
は
、
昨
年
3
月
に
工
事
の
契
約
を
締
結
し
着
工
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
契
約
内
容
、
安
全
性
、
建
設
費
に
対
し
て
の
意
見
が
出
さ
れ
た
た
め
、
工
事
を
一
旦
中
断
し
、
中

立
的
立
場
で
専
門
的
知
識
と
技
術
を
備
え
た
第
三
者
機
関
で
あ
る（
財
）日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

契
約
内
容
の
確
認（
機
種
選
定
・
入
札
・
契
約
に
至
る
経
緯
、
更
新
と
基
幹
設
備
改
修
の
比
較
選
択
）や
施

設
の
処
理
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
検
証
、
建
設
費
に
係
る
検
討
の
業
務
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
が
、
現
在
、
不
在
と
な
っ
て
い
る
施
工
監
理
業
者
の
発
注
に
関
し
て
、
選
定
基
準

の
作
成
、
事
前
提
案
に
基
づ
く
技
術
者
等
の
評
価
審
査
を
行
い
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
選
定
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
第
三
者
機
関
に
よ
り
適
切
な
契
約
内
容
、
更
新
の
必
要
性
、
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
、
建
設

費
の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
施
工
監
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
選
定
の
審
査
及
び
発
注
準
備
が

整
っ
た
こ
と
を
、
平
成
21
年
3
月
の
組
合
議
会
に
報
告
し
、
了
承
を
得
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
早
急
に
工
事

を
再
開
し
ま
す
。

　

検
証
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

契
約
内
容
の
確
認

更
新
と
基
幹
設
備
改
修
の
比
較

処
理
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
検
証

建
設
費
に
係
る
検
討
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歳出説明

歳入説明
　

平
成
21
年
度
の
組
合
一
般
会
計
予
算
は
、
3
月
の
第
1
回
組
合
議
会
定
例
会
に
お
い
て
審
議
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
予
算
の
総
額
は
93
億
4
5
3
6
万
1
千
円
と
な
り
、
前
年
度
比

較
で
16
億
1
1
7
3
万
8
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
増
額
は
、
昨
年
度
よ
り
継
続
的
に

実
施
し
て
い
る
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
建
替
工
事
の
第
２
年
次
分
39
億
８
９
５
８
万
円
に
よ
る
も
の

で
す
。
そ
の
他
経
常
経
費
に
つ
い
て
は
、
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平成21年度予算の概要
 分担金及び負担金 ：構成4市からの負担金
 組合債 ： 第三次ごみ処理施設建設事業、高規格救急車及び

水槽付消防ポンプ車購入の借入金
 国庫支出金 ：第三次ごみ処理施設建設に対して国からの補助金
 繰越金 ：前年度からの繰越金
 使用料及び手数料 ： 運動公園・白寿荘の施設使用料、自動販売機設置

使用料等、ごみ処理・危険物取扱手数料
 諸収入 ： 高速道路救急業務支弁金、資源物売払、銀行預金

利子等

議会費：議会関係の運営費
総務費： 総括的運営調整経費、職員共同研修・公平委員会・監査・防災

センターの運営経費
民生費：白寿荘の管理運営経費
衛生費： 常総環境センター管理運営経費、第三次ごみ処理施設建設事業費

（ごみ焼却施設・資源化施設の建替工事）
土木費：常総運動公園の管理運営経費
消防費： 消防の管理運営経費、高規格救急車及び水槽付消防ポンプ車購

入費
教育費：教育委員会と視聴覚ライブラリーの管理運営経費
公債費：組合借入償還金
予備費

歳入
93億4536万円

分担金及び負担金
48億9756万円
（52.4％）

組合費
24億9860万円
（26.8％）

国庫支出金
13億3923万円
（14.3％）

繰越金
2億8110万円
（3.0％）

使用料及び手数料
2億7193万円
（2.9％）

諸収入
5694万円
（0.6％）

歳出
93億4536万円

衛生費
62億7919万円
（67.2％）

消防費
23億4487万円
（25.1％）

土木費
2億3861万円
（2.5％）

議会費
124万円（0.1％） 総務費

1億1154万円
（1.2％）教育費/公債費/予備費

     　　 55万円（0.1％）
2億4694万円（2.6％）
     2621万円（0.2％）

民生費
9621万円
（1.0％）
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組

合

議

会

報

告

《
開
催
日
》
６
月
12
日（
金
）

《 

内
容
》
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
級
ク
ラ
ス

別
に
よ
る
リ
ー
グ
戦（
５
回
戦
）

を
行
う
１
局
45
分

《
参
加
人
数
》
各
市
15
名

《 

申
込
方
法
》
各
市
担
当
窓
口
に

申
し
込
み

《 

受
付
期
間
》
４
月
22
日
〜
５
月

13
日

《
開
催
日
》
６
月
26
日（
金
）

《 
内
容
》
練
習
し
て
い
る
各
種
舞

踊
の
発
表

《
参
加
人
数
》
各
市
10
組

《 

申
込
方
法
》
各
市
担
当
窓
口
に

申
し
込
み

《
受
付
期
間
》
５
月
６
日
〜
27
日

《
開
催
日
》
９
月
４
日（
金
）

《 

内
容
》
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
級
ク
ラ
ス

別
に
よ
る
リ
ー
グ
戦（
５
回
戦
）

を
行
う
１
局
45
分

《
参
加
人
数
》
各
市
15
名

《 

申
込
方
法
》
各
市
担
当
窓
口
に

申
し
込
み

《 

受
付
期
間
》
７
月
15
日
〜
８
月

５
日

● 

常
総
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡（
23
）2
2
3
3

● 

取
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡（
73
）３
０
１
０

● 

守
谷
市
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

グ
ル
ー
プ　

℡（
45
）１
１
１
１

●
つ
く
ば
み
ら
い
市
介
護
福
祉
課

　

℡（
58
）２
１
１
１

●
坂
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡（
35
）４
８
１
１

《 

開
催
日
時
》
６
月
10
日（
水
）・

11
日（
木
）・
12
日（
金
）・
17
日

（
水
）・
18
日（
木
）・
19
日（
金
）・

24
日（
水
）・
25
日（
木
）の
８
日

間
の
午
前
10
時
〜
正
午

《 

会
場
》
常
総
運
動
公
園
温
水
プ

ー
ル

《 

対
象
者
及
び
募
集
人
員
》
常
総

広
域
圏
内
に
お
住
ま
い
で
18
歳

以
上
の
初
心
者
の
方
35
名

《
参
加
費
》
１
，５
０
０
円

《 

申
込
方
法
》
郵
便
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
常
総
運
動
公
園

管
理
事
務
所
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。（
参
加
を
受
付
け
た
方

に
は
通
知
文
を
送
付
し
ま
す
。）

〒
３
０
２
‐
０
１
１
７

　

守
谷
市
野
木
崎
４
７
０
０

　

常
総
運
動
公
園

　

℡
０
２
９
７（
48
）５
６
７
５

《 

申
込
締
切
日
》
５
月
24
日（
日
）

締
切（
当
日
消
印
有
効
）先
着
順

と
な
り
ま
す
。

　

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
基
本
的
な
操

作
や
撮
影
方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

《 

内
容
》
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
取
扱

い
、
撮
影
の
講
義
、
屋
外
で
の

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
撮
影
実
習

《 

日
時
》
５
月
31
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
４
時

《
場
所
》
組
合
管
理
事
務
所

《 

募
集
人
員
》
20
名（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
、
最
少
開
講
人

数
10
名
）

《 

受
講
対
象
者
》
常
総
広
域
圏
内

に
在
住
・
在
勤
の
方

《
受
講
料
》
５
０
０
円

《 

持
参
す
る
も
の
》
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
一
式（
付
属
品
・
テ
ー
プ
含

む
）、
筆
記
用
具
、
昼
食

《 

申
込
期
限
》５
月
18
日（
月
）（
当

日
消
印
有
効
）

《 

申
込
方
法
》
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
次
の
宛
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。（
結
果
を

返
信
し
ま
す
の
で
必
ず
往
復
は

が
き
で
お
願
い
し
ま
す
）

　

〒
３
０
２
‐
０
１
１
７

　

守
谷
市
野
木
崎
２
５
２
２

　

 

常
総
広
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー「
ビ
デ
オ
撮
影
講
座
」事
務
局

　

デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
映
像
を
パ
ソ
コ
ン
で
編
集

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《 

内
容
》
編
集
の
講
義
、
映
像
、

タ
イ
ト
ル
、
音
声
編
集

《 
日
時
》
６
月
21
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
４
時

《
場
所
》
組
合
管
理
事
務
所

《 

募
集
人
員
》
15
名（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
、
最
少
開
講
人

数
10
名
）

《 

受
講
対
象
者
》
常
総
広
域
圏
内

に
在
住
・
在
勤
の
方

《
受
講
料
》
１
，０
０
０
円

《 

持
参
す
る
も
の
》
筆
記
用
具
、

昼
食

《 

申
込
期
限
》６
月
８
日（
月
）（
当

日
消
印
有
効
）

《 

申
込
方
法
》
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
次
の
宛
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

〒
３
０
２
‐
０
１
１
７

　

守
谷
市
野
木
崎
２
５
２
２

　

 

常
総
広
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー「
パ
ソ
コ
ン
編
集
編
」事
務
局

　

常
総
広
域
障
害
者
支
援
施
設

「
常
総
ふ
れ
あ
い
の
杜
」
で
は
、

入
所
に
よ
る
生
活
支
援
と
通
所
に

よ
る
日
中
活
動
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
入
所
で
は
56
名
の
方
が
、

毎
日
集
団
活
動
に
よ
る
生
活
支
援

を
受
け
て
快
適
な
一
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ふ
れ
あ
い
の
杜
で
は
、

通
所
に
よ
る
日
中
活
動
利
用
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
常
総
広
域
圏

内
の
障
害
者
で
通
所
に
よ
る
支
援

を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
に
よ
り
お

申
込
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
時
的
に
入
所
で
き
る

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
も
実
施
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
時
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
利
用
定
員
》
20
名

《 

利
用
対
象
者
》
常
総
広
域
圏
内

の
障
害
者
で
障
害
者
程
度
区
分

が
３
以
上（
50
歳
以
上
の
方
は

２
以
上
）

《 

利
用
時
間
》
午
前
10
時
〜
午
後

４
時（
送
迎
時
間
を
含
み
ま
せ
ん
）

《 

介
護
内
容
》
利
用
者
の
適
性
に

合
わ
せ
て
、
お
菓
子
等
の
製
作
、

花
壇
の
整
備
や
花
の
生
育
作
業

等
い
ろ
い
ろ
な
支
援
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
食
事
等
の
日
中
活
動

支
援
や
必
要
に
合
わ
せ
て
利
用

者
の
送
迎
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

　

常
総
ふ
れ
あ
い
の
杜

　

常
総
市
大
生
郷
町
１
８
８
０

　

℡
０
２
９
７（
27
）５
０
１
６

　

℻
０
２
９
７（
27
）５
０
４
５

　

平
成
21
年
２
月
17
日
、
取
手
市

の
県
南
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
、
91
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
第

一
部
と
し
て
守
谷
市
・
牛
久
市
・

つ
く
ば
市
の
防
災
組
織
の
会
長
に

よ
る
防
災
活
動
状
況
を
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
と
し
て
三
市
の
防
災
会

長
を
交
え
て
「
平
常
時
に
お
け
る

自
主
防
災
組
織
活
動
の
課
題
」
に

つ
い
て
討
論
し
、
防
災
訓
練
の
現

状
や
課
題
に
つ
い
て
様
々
な
意
見

を
交
換
し
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
も
意
見
が
出
さ
れ

た
り
、
防
災
訓
練
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
ま
し
た
。

白
寿
荘
行
事
申
込
窓
口

常
総
地
方
老
人
福
祉 

セ
ン
タ
ー「
白
寿
荘
」

常
総
運
動
公
園

常
総
広
域
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

◇
平
成
21
年
組
合
議
会
定
例
会
の
内
容（
３
月
26
日
）

•  
第
三
次
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
の
技
術
支
援
業
務
報
告

　

 （（
財
）日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
契
約
内
容
の
確
認
、
安
全
性
の

確
認
、
建
設
費
に
係
る
妥
当
性
、
施
工
監
理
業
者
発
注
に
つ
い
て
報
告
）

• 

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
第
三
次
ご
み
処
理
施
設
更
新
事
業
に
当
た
り
構

成
市
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
報
告
）

　

 （
つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
よ
り
、
構
成
市
の
負
担
軽
減
の
た
め
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
業
務
に
よ
り
工
事
内
容
等
を
十
分
検
証
さ
せ
、
工
事

費
の
削
減
を
図
り
、
現
在
の
経
済
事
情
に
即
し
た
価
格
に
す
る
こ
と
、

又
、
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
も
削
減
を
図
る
と
と
も
に
事
故
等
が
発

生
し
た
場
合
の
補
償
と
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
こ
と
の
意
見
書
）

• 

組
合
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て（
可
決
）

　

 （
１
日
及
び
１
週
間
の
勤
務
時
間
を
改
正
等
）

•  

組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て（
可
決
）

　

 （
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
の
計
算
方
法
の
改

正
等
）

•  

組
合
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て（
可
決
）

　

 （
搬
入
ご
み
手
数
料
の
単
位
を
１
㎏
か
ら
10
㎏
に
改
正
）

• 

第
三
次
ご
み
処
理
施
設
更
新
事
業
推
進
に
あ
た
り
第
三
者
機
関
の
検

証
結
果
の
遵
守
と
構
成
自
治
体
の
財
政
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
決
議

（
可
決
）

　

 （
構
成
市
の
負
担
軽
減
の
た
め
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
業
務
に
よ
り
工
事

内
容
等
を
十
分
検
証
さ
せ
、
工
事
費
の
削
減
を
図
り
、
現
在
の
経
済
事

情
に
即
し
た
価
格
に
す
る
こ
と
、
又
、
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
も
削
減

を
図
る
と
と
も
に
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
の
補
償
と
責
任
の
所
在
を

明
確
に
す
る
こ
と
の
要
望
の
決
議
）

•  

工
事
請
負
変
更
契
約（（
仮
称
）常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
第
三
次
ご
み
処

理
施
設
建
設
工
事
）の
締
結
に
つ
い
て（
可
決
）

　

 （
工
事
の
中
断
等
に
伴
い
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
に
よ
る
事
業
費

の
年
次
割
の
変
更
）

• 

平
成
20
年
度
常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）（
可
決
）

　

 （
第
三
次
ご
み
処
理
施
設
建
設
工
事
の
年
次
割
変
更
等
に
伴
い
、
歳

入
歳
出
20
億
４
千
３
百
80
万
５
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
56
億
８

千
９
百
81
万
８
千
円
と
し
た
）

• 

平
成
21
年
度
常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
一
般
会
計
予
算（
可
決
）

　
（
歳
入
歳
出
93
億
４
千
５
百
36
万
１
千
円
の
一
般
会
計
予
算
）

• 

平
成
21
年
度
組
合
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
修
正
案
に
つ
い
て（
否
決
）

　
（
第
三
次
ご
み
処
理
建
設
費
の
削
減
）

• 

組
合
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て（
選
任
同
意
）

　

 （
金
谷
喜
一
郎
氏
、
寺
田
清
人
氏
を
再
任
）

白
寿
将
棋
大
会

白
寿
舞
踊
発
表
会

白
寿
囲
碁
大
会

初
心
者
水
泳
教
室
受
講
者
募
集

ビ
デ
オ
撮
影
講
座

ビ
デ
オ
編
集
講
座

「
パ
ソ
コ
ン
編
集
編
」

常
総
ふ
れ
あ
い
の
杜

障
害
者
の
通
所
に
よ
る

日
中
活
動
利
用
者
の
募
集

県
南
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

組

合

議

会

報

告

募
集
・
お
知
ら
せ

募
集
・
お
知
ら
せ

募
集
・
お
知
ら
せ


